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1. 緒言 

現代サッカーにおいてパスサッカーが主流

となっている中,司令塔の働きやゴールを決め

る FW と MF の選手の存在は大きい，しかし

今まで大きくとらえていなかったセンターバ

ックの選手とボランチの選手との関係は，現代

サッカーの試合の流れに大きな影響を与える

のではないかと考えられる．   
過去と現代のセンターバックとボランチの

役割に関しても変化している部分もある．尚且

つ試合を優位に運んで行くうえでもこの二つ

のポジションの関係性は重要であり,またセン

ターバックは守備面において最後の砦でもあ

り,このポジションでプレイしている選手は大

きな信頼を持たれていると言っても良いだろ

う． 
 そこで本研究はセンターバックとボランチ

の二つのポジションに着目し,ボールが自陣に

ある時間帯ボールを受ける状態のポジショニ

ング,縦の関係性など,センターバックのコーチ

ングがボランチに対してどのような影響を与

えているのかを目的とするとする． 
2. 研究方法 
【研究対象】 
本学の関西学生サッカー連盟に所属してい

る選手. 
【研究方法】 
各チームのセンターバック 32 人とボランチ

26 人の選手にアンケート調査を行う．内容と

しては，コーチング能力，技術面，コミュニケ

ーション，ストレスの四つの領域にわけて行い

集計をとりデータを出す． 
 本学サッカー部 1 チーム協力を要請し,11 対 
 

 
11 のハーフコートのゲーム形式を行い 4 バッ

クシステム時と 3 バックシステム時のフォー

メーションを設定しセンターバックとボラン

チ，状況に応じての対応を撮影しゲームを終わ

ると同時に映像を見せて検証する． 
3. 結果と考察 
アンケート調査の結果,センターバックは,コ

ミュニケーションと技術の因子で高い数値が

見られた.ボランチは,全体的に数値が高く特に

コーチングとストレスの因子が高い数値を示

した. 
パスサッカーに行うにおいて,ボランチに今

後求められる事は,パスを受ける前の位置,オ
フ・ザ・ボールの動き,センターバックが前線

に上がった際のカバーリング,視野の広さ,状況

判断おいても一つのミスが失点や縦の関係が

崩れる原因にもなる. 
センターバックが今後求められる事はコー

チングにおいてはビルドアップ時のリスクマ

ネジメント,縦関係,ディフェンスラインの調整

するコーチングが必要だ.足元の技術,正確なロ

ングフィード,冷静な判断力が求められる.ボー

ルを受ける際にも相手との距離取る動きや味

方パスを出す選択肢を作る動きも必要となっ

てくる． 
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